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最近,経済発展や開発政策の領域において,政 府か ら独立 した国際組織(ノ ン.・ガバ
メンタル ・オーガニゼーション:NGO)の 役割が注 目され始めている。こうした組織
は.援助大国の政治的 ・経済的利害に縛 られる既存の国際機関と異なって,強権的な政
府による強引な経済開発や,多 国籍企業による営利主義的開発を批判 しうる,国 際的な
市民社会(公 共圏〉の機能を果たすのではないか と期待されている。今回,特 別講演を
おこなったコーチン博士は,長 年開.発エコノミストとして活動 した後,一 転,NGO
眠 衆中心発展フォーラム(People-CenteredDevelopmentFor㎜)」を主催するよう




密裏に国際協定を準備 していることに対 して,内 部資料の入手 ・公開を含めた活動をお
こなっているというのは面白かった。いまや市民間の国際的ネットワークが,大 組織の
バリアーを破 りつつあるのではないか。
今回の講演では,シ ュプリンガー ・フェアラーク東京の堀美波さんが同道されて通訳
を勤められた。有意義な講演会が実現したことについて,.堀さんと同社に感謝します.。
(八木紀一郎)
